





































ムのデジタルデータ化に着手した。約 1 万 5 千枚のポジフィルムのうち，2013 年度中に 3 分の 1






2013 年 6 月 9 日に，清水義明氏（米国・プリンストン大学名誉教授）を本学に招き，米国に
おける日本美術受容に関する講演を実施した。また同日，「後白河院と絵巻研究会」Visualizing 






清水義明「核と美術：平山郁夫とベン・シャーン，二人の画家による反応」Nuclear Disaster in 
the Pacific and Art: Response by Two Painters, Hirayama Ikuo, and Ben Shahn.
［研究発表］
山本聡美（共立女子大学文芸学部教授）「仏教説話としての「伴大納言絵巻」」The Ban Dainagon 
emaki as a Buddhist Parable.
永井久美子（東京大学大学院総合文化研究科特任講師）「蓮華王院宝蔵絵巻コレクションにおける
グロテスクモチーフの遍在」The Circulation of Grotesque Motifs in the Rengeōin Handscrolls.
レイチェル・サンダース（Rachel Saunders, 米国・ハーバード大学東洋学部博士課程）「場のポー
トレイト：異国のイメージと「吉備大臣入唐絵巻」」Portrait of a Place: Imagery of the Exotic and 
Minister Kibi’s Adventures in China.
龍澤彩（金城学院大学文学部准教授）「神話の所有：「彦火々出見尊絵巻」に見る「異界」表現」
Mastering Visions of Borderlands: Claiming Sovereignty through Myth.
クリストファー・カージー（Kristopher Kersey, 米国・カリフォルニア大学バークレイ校美術史学
部博士課程）「後白河院と「目無経」の経文： 匿名性の問題について」Go-Shirakawa-in’s Ultimate 
Handscroll: Problems Surrounding the Inscription of the Eyeless Sutra.
3　文献調査
2013 年 8 月 25 日～ 9 月 2 日及び 12 月 20 日～ 2014 年 1 月 14 日にかけて，ペシャールが，ギメ
美術館・フランス国立図書館・ルーブル美術館にて，日本・東洋美術に関する文献の収集とフラン
ス語による日本・東洋美術史関連図書の購入を行った。











2013 年 10 月～ 12 月にかけて，スイス・チューリヒ大学東洋美術史学科教授のハンス・トムセ
ン氏との協働で，同大学にて日本の絵巻とくずし字に関する講義を行った。全 15 回講義のうち 5
回を，スカイプを用いた e-learning 形式の講義として山本が担当した。画像資料の提示に関しては，
チューリヒ大学とウェブデザイナーのクリストフ・フォン・ヴァルトキルヒ氏（Von Waldkirch 













‐ 1900）は，スイス連邦の特命全権公使として幕末の日本に滞在した人物である。1863 年 4 月に
来日し翌年 2 月には日本とスイスの修好通商条約締結を成功させるいっぽうで，約 10 か月の滞在
期間中に写真や文献など日本文化に関する資料収集も精力的に行った。これらの資料を活用して，
帰国後Le Japon illustré（『幕末日本図絵』, Librairie de la Hachette et Cie, Paris, 1970）を出版す





























掲載するとともに，主要部分については，『すばる』（2015 年 2 月号，集英社）に「『三四郎』の富士」
として掲載されている。
6　日米学生の国際交流プログラムへ参加
2014 年 3 月 17 日～ 19 日にかけて，沖縄県で開催された，沖縄近現代史・文化史に関する国際
交流プログラムに共立女子大学学生 1 名とともに参加した。これは，米国・コネティカット大学の
授業の一環として実施された教育プログラムである。同大学講師の渡辺健氏が 20 名ほどの学生を
引率し，3 月 9 日～ 20 日にかけて県内各地でフィールドワークを行う内容で，我々はその一部に
参加した。













このプログラムに参加したコネティカット大学の学生たちは，1 月～ 2 月にかけて 13 回の講義
を受講して沖縄史に関する知識を蓄えた。その上で，3 月下旬に 10 日間の現地フィールドワーク，
帰国後の 4 月～ 5 月にかけてさらに 14 回の授業時間を使って，講義，口頭発表，レポートの作成
などに取り組んだ模様である。学生にとっても，高いレベルでの努力を必要とする講義内容である
が，何よりもこれをコーディネートする渡辺氏の教育方法に学ぶところが大きかった。なお実施に













なお，2014 年 9 月から，チューリヒ大学日本学専攻の学生であるアンナ・ワルター（Anna 
Walter）氏が本学に科目等履修生として在学している。 4）で述べた e-learning 授業を通じて本学
に興味を抱き，留学を実現させた。遠隔授業は，それだけで終わるのであればやはり物足りない。
美術史を含む文化や歴史の学びには，現地へ自ら足を運ぶ経験が，どのような時代にあっても不可
欠である。最終的には自発的で行動的な学びへといざなう窓口としての，多言語教育プログラムを
模索していきたいと考えている。
